
 

 

患者安全行動計画６企画 
医療安全全国共同行動 

転倒・転落シンポジウム 

７月２６日 日 

会場：学研ホール 
(東京都品川区西五反田 2 -11-8 号 学研ビル 3F) 

【チケット販売期間】 

➢ 当日参加チケット(会場参加・Zoom 参加の 2 種あります) 

6 月 9 日（火）～7 月 25 日(土) 

 

【参加費】 

一般の方：3,300 円(税込) 

会員割引：2,200 円(税込) 

(※会員割引は、当法人の「参加登録施設」の職員の方、 

「医療安全レポート利用等個人登録者」の方が対象です) 

【参加お申し込み方法】下記の専用ページ(Peatix)からお申し込みください 

 ※お申し込みには Peatix のアカウントが必要です 

 

◆オンデマンド配信 
7 月 29 日(水)～8 月 31 日(月)   

 

 

 

（Zoom ウェビナー）でも参加できます 

― 多職種で考えるこれからの実践と課題 ― 

プログラム 

【開会挨拶】 

小泉 俊三（医療安全全国共同行動 議長） 

【基調講演】 

転倒・転落の多様性について考える 

(座長)荒井 有美 

 
(患者安全行動計画 6 部会 代表委員 
/北里大学病院 医療安全推進室  副室長 医療安全管理者） 
 

(座長)荒井 有美 

黒川 美知代 

 

総合司会：杉山 良子  
(医療安全全国共同行動 企画委員) 
 

 

(医療法人徳洲会 八尾徳洲会総合病院 医療安全管理部 部長 
/徳洲会グループ本部 医療安全管理部門 顧問 

近畿大学医学部・近畿大学病院 客員教授) 
 

(患者安全行動計画 6 部会 副代表委員 

/日本赤十字社 医療事業推進本部 医療の質・研修部 参事） 
 

【シンポジウム】 

現場の実践と工夫から多面的に考える 

（講師）辰巳 陽一 

❖シンポジスト 

内山 勝文(北里大学病院 医師） 

赤城 香(公立西知多総合病院 看護師） 

大久保 勇紀(伊奈病院 理学療法士） 

別所 文彦(新行橋病院 看護師） 

田中 和美(群馬大学医学部附属病院 医師） 

【閉会挨拶】 

 栗原 健（医療安全全国共同行動 

患者安全行動計画推進部会 部会長） 

 

➢ オンデマンド配信視聴専用チケット 

7 月 29 日(水)～8 月 25 日(火)  

※当日参加チケットで、オンデマンド配信も視聴もできます 

 

◆ 転倒・転落問題に関心のある方はどなたでも参加できます 

主催：   一般社団法人 医療安全全国共同行動 

◆オンデマンド配信視聴専用チケット購入ページ： https://kyodokodo-tentoutenraku-sympo-ondemand.peatix.com 

神奈川県看護協会 埼玉県看護協会 千葉県看護協会 東京都看護協会 医療の質・安全学会 日本転倒予防学会(順不同) 

転倒・転落を問い直す 

２０２６年 

１３：００～16:10 

ライブ配信によるハイブリッド開催 

◆当日参加チケット購入ページ： https://kyodokodo-tentoutenraku-sympo.peatix.com 

※定員 会場参加：80 名 Zoom 参加：150 名(各定員に達し次第、締め切ります) 

 

 

 

後援： 



 

プログラム 

開始時間    

12:30 開場   

 総合司会 杉山 良子 

（医療安全全国共同行動 企画委員） 
 

13:00 開会挨拶 小泉 俊三 

（医療安全全国共同行動 議長）  

13:05  転倒・転落の多様性について考える 
 
座長：荒井 有美 

(患者安全行動計画 6 部会 代表委員/北里大学病院 医療安全推進室 副室長 医療安全管理者） 

  
講師：辰巳 陽一 

(医療法人徳洲会 八尾徳洲会総合病院 医療安全管理部 部長 

/徳洲会グループ本部 医療安全管理部門 顧問/近畿大学医学部・近畿大学病院 客員教授) 

13:55 休憩   

14:00  現場の実践と工夫から多面的に考える 

  
座長：荒井 有美 

黒川 美知代 
(患者安全行動計画 6 部会 副代表/日本赤十字社 医療事業推進本部 医療の質・研修部 参事） 

 
演題１ 損傷を伴う転倒・転落を減らすために  

～ 医師の立場からみた組織的対策 ～ 

内山 勝文 (北里大学病院 医師） 

 
演題 2 『転倒させない』から『安全に転ぶ』ことへの転換  

～ 転倒による損傷を防ぎ、ADL を維持するアプローチ ～ 

赤城 香 (公立西知多総合病院 看護師） 

 
演題 3 多職種で取り組む転倒転落対策ラウンドの取り組み 

 ～ 患者の自立支援を目指して ～ 

大久保 勇紀 (伊奈病院 理学療法士） 

 
演題 4 転倒予防における患者・家族教育の今 

～ 全国調査から見えた実践と課題 ～ 

別所 文彦 (新行橋病院 看護師） 

 
演題 5 ペイシェントジャーニーから考える、転倒・転落予防に

おける患者家族参画 

田中 和美 (群馬大学医学部附属病院 医師） 

15:15 休憩   

15:30 総合討論   

16:00 閉会挨拶 栗原健 
（医療安全全国共同行動 患者安全行動計画推進部会 部会長） 

   

転倒・転落を問い直す 

― 多職種で考えるこれからの実践と課題 ― 
日時：2026 年 7 月 26 日（日）13:00～16：10 

会場：学研ホール 東京都品川区西五反田 2-11-8 学研ビル 3F  

（Zoom ウェビナーによるライブ配信視聴でも参加可能です） 

 

本件に関するお問い合わせ先 

一般社団法人 医療安全全国共同行動 事務局 

〒113－0033 

東京都文京区本郷 2－29－1 渡辺ビル２階 

℡：03－6240－0893 Fax：03－6240－0894 

E-Mail：secretariatpartners@kyodokodo.jp 

 

医療安全全国共同行動 

ホームページ 

基調講演 

シンポジウム 


